
通のあり方について、地域公共交通協議会において検討を進
　めていきます。また、ユニバーサルデザインタクシーの導入に向けて支援します。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・幹線道路網の整備では、手賀沼公園・久寺家線の整備を完成に向けて積極的に進めるとともに、下ヶ戸・中里線外
　１線の用地取得を進めます。 都市基盤整備事業として、水害常襲地区の雨水排水施設の整備・改修を
・下新木踏切道の改良では、引き続き、残りの用地取得を進めるとともに、踏切拡幅の整備に向けてＪＲ東日本と協 重点的に進め、雨水流出抑制施設の整備促進・保水機能の強化に努める
　議を進めます。 とともに、駅施設や道路等のバリアフリー化を図りました。
・下水道の整備は、引き続き、湖北駅北口地区及び下ヶ戸西側地区、布佐駅東口の整備を進め、下水道の普及に努め 　道路ストック点検に基く修繕、舗装や排水施設等の適切な維持管理を
　ます。 行うとともに、街路灯のＬＥＤ化を進める等、道路の安全性確保に努め
・下水道総合地震対策事業は、マンホールトイレシステムや重要な幹線等のマンホール浮上防止の実施設計業務を実 ました。駅施設は、我孫子駅構内エレベーター等に関わる実施設計を進
　施します。 めています。幹線道路

様

は、手賀沼公園・久寺

式

家線や下ヶ戸・中里線

第

等の
・公共下水道事業

１

は、２０２０年度から

号

の地方公営企業法適用

部

に向けて、条例・規則

の

の整備、下水道会計シ

運

ステムの 整備を積極的

営

に進めました。下水道

方

の整備は、湖北駅北口

針

地区、下ヶ戸
　導入や

・

関係部局との最終調整

課

を行うとともに、効率

の

的な経理事務の執行体

目

制を整えます。 西側地

標

区や布佐駅東側地区に

設

下水道管を布設すると

定

ともに総合地震対策
　

書

下水道ストックマネジ

(

メント事業では、昨年

平

度電子データ化した下

成

水道台帳を基に、将来

3

的に適切な維持管理・

1

改 計画変更やマンホー

年

ルの浮上防止を行いま

度

した。また、地方公営

)

企業法
　築・修繕を行

部

っていくための、スト

コ

ックマネジメント計画

ー

における実施方針の策

ド

定を行います。 適用に

0

向けて、条例・規則の

6

整備、下水道会計シス

部

テムの導入や関係部
・

　

水害に強いまちづくり

名

の一環として、水害常

建

襲地区の整備を重点的

設

に進めます。布佐排水

部

区・柴崎排水区では雨

部

水 局との最終調整を行

長

い、効率的な経理事務

名

の執行体制を整えまし

古

た。
　幹線の整備、若

谷

松地区ではバイパス管

　

の整備を行います。ま

靖

た、市内の各地区では

１

、地域特性や水害の発

．

生状況に 　以上のこと

部

は、重点プロジェクト

の

である「みんなが安全

運

にくらせるま
　応じて

営

、応急的な水害対策工

方

事を行います。 ちづく

針

り」「災害に強いまち

(

づくり」「安全な生活

予

環境づくり」の目標
・

算

既設のポンプ施設や排

編

水施設等の定期的点検

成

を行うとともに、計画

・

的に改修するなど適切

実

な維持管理に努めます

施

。 を達成するために有

計

効な事業であったと考

画

えます。

課コード 01

策

課　名 道路課 課長名 南

定

川　秀一

２．課の目標

方

（部の運営方針を受け

針

て課の取組方針を記入

な

） 部の運営方針に対す

ど

る課の目標への取組結

を

果

○計画的な雨水排水

踏

施設の整備改修を進め

ま

る。 ・公共下水道未整

え

備地区の生活環境改善

て

のため、雨水排水施設

、

整備改修
○日常生活に

基

おいて安全で快適に通

本

行できる道路整備を進

計

める。（道路拡幅、路

画

面及び道路施設の更新

の

工事） 事業に取り組ん

分

でいる。
○道路機能を

野

確保する維持管理の充

別

実を進める。 ・道路幅

計

員が狭く、車両交互通

画

行が困難な路線も多々

や

あるため、今後も
○誰

重

もが安全で快適に通行

点

できる歩行空間の確保

ﾌ

を進める。（バリアフ

ﾟ

リ－・歩道工事） 地権

ﾛ

者交渉を進め、道路拡

ｼ

幅等を図っている。
○

ﾞ

交通事故の無い安全な

ｪ

交通環境整備を進める

ｸ

（交通安全施設整備）

ﾄ

。 ・道路施設の老朽化

、

に伴い効果的かつ効率

所

的な維持管理を進めて

管

いる。
○災害に強いま

に

ちづくりを進める（橋

係

梁長寿命化修繕計画）

る

。 ・支障箇所の改善構

部

造基準に合致しない歩

の

道の改良と合わせたバ

運

リアフ
○街路灯の保守

営

点検強化をしていくと

方

ともに、ＬＥＤ化の普

針

及を進める。 リー化を

に

進めている。
・事故多

対

発箇所の改良や交通安

す

全上問題個所の解消は

る

重要な事業である
こと

課

から早急に実施してい

の

る。
・橋梁の長寿命化

目

に伴い、橋梁の点検や

標

補修工事を進めている

へ

。
・より一層の街路灯

の

のＬＥＤ化を進めてい

取

る。

３．課の目標を達

組

成する上での課題と対

結

応（人員の配置、組織

果

のあり方など）

市民ニ

　

ーズの多様化から、研

　

修等により専門的な知

分

識の習得や人員の増が

野

必要である。

４．原因

別

分析・改善策

（課長）

基

（部長）
市民ニーズの

本

多様化から、研修等に

計

より専門的な知識の習

画

得や人員の増が必要で

の

ある。 目標に対して達

目

成率が低かったものに

標

ついて、現状を分析し

を

、改善、指標の見直し

考

が必要である
。

５．課

慮

の目標を達成するため

し

に取り組む事務事業

事

て

務事業名（個別事業）

、

重プ 施策 指標 単位 現況

部

値 目標値 実績値 達成率

の

(％) 評価該当 コード

目

1 布施地区の排水施設

標

整備 重無 62401 整

を

備率 % 0 100 100

達

100 その他

2 市道の

成

認定、廃止及び用途廃

す

止 重無 63201 告示

る

路線件数／認定等路線

た

件数 ％ 100 100 1

め

00 100 現状

3 市道

の

２４－００３号線等（

方

妻子原地先）の改良 重

針

無 63201 検討の進

を

捗率 % 0 10 10 10

記

0 現状

4 道路用地の管

入

理 重無 63202 取得

)

件数(取得額） % 0 1

●

00 0 0 現状

5 開発行

第

為の指導・道路用地の

三

寄付帰属 重無 6320

次

1 処理件数／申請件数

基

×１００ % 100 10

本

0 100 100 現状

6

計

放置車両の処理 重無 6

画

3202 放置車両未発

の

生率 % 100 100 1

重

00 100 現状

7 法定

点

外公共物管理 重無 63

プ

202 譲渡件数／譲渡

ロ

可能な申請件数 % 10

ジ

0 100 100 100

ェ

現状

8 道路愛称の定着

ク

化 重無 63203 愛称

ト

定着率 % 0 100 0 0

３

現状

9 街路樹の維持管

「

理事業 重無 63203

み

街路樹維持管理率（病

ん

害虫・支障枝等街路樹

な

育成阻害要因の除去 %

が

0 100 100 100

安

現状

10 街路灯の新設

全

及び維持管理 重無 63

に

202 街路灯補修率（

く

街路灯補修件数／街路

ら

灯補修依頼件数） % 0

せ

100 100 100 現

る

状

まちづくり」を進めていきます。 ・計画的な雨水排水施設の整備改修を進めた。
　「防災・防犯・危機管理の充実」では、計画的に雨水排水施設の整備・改修を進めるとともに、雨水流出抑制施設 ・道路機能を確保するための維持管理を図った。
の整備促進に取り組みます。「安全な生活環境づくり」では、都市施設のバリアフリー化を推進するため、駅施設や ・安全安心で快適な通行できる道路整備を図った。
道路等のバリアフリー化を進めます。都市基盤整備事業として、平成３１年度は次の事業に取り組みます。 ・各自治会のＬＥＤ化への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化が進
・道路ストックの点検を行い、その結果に基づき修繕を進めるとともに、安全で快適に通行できる道路機能を確保す められた。
　るため、舗装や排水施設等の適切な維持管理を行います。
・街路灯について、各自治会のＬＥＤ灯への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化を進め、完了を目指すととも　
　に、平成３１年度中にＬＥＤ化が完了している街路灯の管理については、自治会管理から市の管理を行うことを希
　望している自治会については市で管理を行っていきます。
・バリアフリー化・拡幅等による安全で安心して通行できる道路の整備を進めていきます。
・我孫子自転車駐車場長寿命化計画に基づき、老朽化した我孫子駅北口自転車駐車場の受変電設備を更新するととも
　に照明器具のＬＥＤ化を図ります。
・駅施設については、我孫子駅構内エレベーター等の設置に向け、ＪＲ東日本と進めていきます。
・あびバス利便性向上を含め、今後の我孫子市の公共交



る

望に対する補助申請処

相

理率 ％ 0 100 100

談

100 現状

へ

26

の

占用台帳システムの充

対

実 重無 63202 道路

応

占用台帳管理システム

重

の運用率 % 0 100 1

無

00 100 結合

63

27 車両制限の許可 重

2

無 63202 許可件数

0

／申請件数 % 0 100

1

100 100 現状

相談

28 道路占用の許可

処

、調整 重無 63202

理

処理率（許可件数／申

率

請件数） ％ 0 100 1

（

00 100 結合

解決

29 道路用地内におけ

件

る土木工事の施工許可

数

重無 63202 処理件

／

数（許可件数／申請件

相

数） % 0 100 100

談

100 結合

件

30

数

散策路の整備(手賀沼

）

文化拠点） 重２ 533

％

01 後期計画調整の進

0

捗率 ％ 0 100 50 5

1

0 その他

0

31 橋

0

梁長寿命化修繕事業 重

1

無 63202 業務の完

0

了率 ％ 0 100 100

0

100 現状

1

32

0

高野山新田交差点改良

0

重無 63201 交差点

現

検討の進捗率 % 0 10

状

10 100 現状

33 道路環境美化の活動支援（アダプトプログラム） 重無 63203 団体数 団体 17 20 18 90 現状

34 市道２１－０３９号線（高野山地先）道路整備 重無 63201 交渉進捗率 ％ 0 100 10 10 現状

35

1

道路の放射能対策 重無

2

12201 放射線量の

道

基準値以下道路の延長

路

ｋｍ 526 526 52

の

6 100 現状

維

3

持

6 白山跨線人道橋延伸

補

整備及び信号機の設置

修

重３ 63301 人道橋

重

整備手法の検討進捗率

無

％ 0 5 5 100 現状

63

37 中峠・古戸の

2

道路整備 重無 6320

0

1 整備率 ％ 50 100

2

90 90 現状

年

3

間

8 土谷津地区の道路整

予

備 重無 63201 業務

定

の進捗度 ％ 0 100 6

し

0 60 現状

て

39

い

新木駅北口地区の道路

る

整備 重無 63201 検

５

道

討の進捗度 ％ 0 5 5 1

路

00 現状

の

40 中

維

里地区の道路整備 重無

持

63201 検討の進捗

修

度 % 0 100 50 50

繕

現状

整備率

．

% 0 100 90 90 現

課

状

の

13 道路パト

目

ロール 重無 63202

標

パトロール実施率　　

を

（パトロール実施件数

達

／パトロール実施予 %

成

0 100 100 100

す

現状

る

14 道路台

た

帳の修正 重無 6320

め

2 市道の変更等路線の

に

修正率（道路台帳修正

取

箇所／区域変更等の箇

り

% 0 100 100 10

組

0 現状

む

15 道路

事

境界の査定 重無 632

務

02 境界査定確定率 %

事

0 100 100 100

業

現状

事

16 道路情

務

報の提供（台帳、確定

事

図の閲覧） 重無 632

業

02 認定路線等件数＋

名

道路境界確定件数/デ

（

ータ投入件数　１００

個

％ % 0 100 100 1

別

00 現状

事

17 道

業

路環境の維持(経常的

）

経費） 重無 63202

重

道路清掃、草刈り業務

施

執行率 % 0 100 10

施

0 100 現状

策

1

指

8 道路の維持管理作業

標

〈土木センター） 重無

単

63202 苦情等受付

位

処理対応の土木センタ

現

－緊急処理完了率（土

況

木センタ % 0 100 1

値

00 100 現状

目標

19 道路管理瑕疵の処

値

理(訟務） 重無 632

実

02 道路瑕疵による事

績

故処理率 ％ 0 100 5

値

0 50 現状

達

20

成

バリアフリー歩道改良

率

重３ 63301 工事完

(

了率 % 0 100 100

％

100 現状

)

21

評

我孫子隧道の歩道改修

価

重３ 63301 対応策

該

検討の進捗率 % 0 10

当

10 100 現状

コー

22 交通安全施設整備

ド

重無 63502 交通安全施設工事完了率 % 0 100 100 100 現状

23 我孫子北口タクシー待機場所管理 重無 63202 使用料徴収率 % 0 100 100 100 現状

24 道路障害発生時（災害時）の規制、対策 重無 70102 災害時

1

の道路管理瑕疵にかか

1

る損害賠償請求処理率

道

％ 0 100 100 10

路

0 現状

に

25 街路

関

灯補助金の交付 重無 7

す

0302 街路灯設置要



タクシーの導入に向けて支援します。
部の運営方針に対する部全体の総合評価

・幹線道路網の整備では、手賀沼公園・久寺家線の整備を完成に向けて積極的に進めるとともに、下ヶ戸・中里線外
　１線の用地取得を進めます。 都市基盤整備事業として、水害常襲地区の雨水排水施設の整備・改修を
・下新木踏切道の改良では、引き続き、残りの用地取得を進めるとともに、踏切拡幅の整備に向けてＪＲ東日本と協 重点的に進め、雨水流出抑制施設の整備促進・保水機能の強化に努める
　議を進めます。 とともに、駅施設や道路等のバリアフリー化を図りました。
・下水道の整備は、引き続き、湖北駅北口地区及び下ヶ戸西側地区、布佐駅東口の整備を進め、下水道の普及に努め 　道路ストック点検に基く修繕、舗装や排水施設等の適切な維持管理を
　ます。 行うとともに、街路灯のＬＥＤ化を進める等、道路の安全性確保に努め
・下水道総合地震対策事業は、マンホールトイレシステムや重要な幹線等のマンホール浮上防止の実施設計業務を実 ました。駅施設は、我孫子駅構内エレベーター等に関わる実施設計を進
　施します。 めています。幹線道路は、手賀沼公園・久寺家線や下ヶ戸・中里線等の
・公共下水道事業は、２０２０年度からの地方公営企業法

様

適用に向けて、条例・

式

規則の整備、下水道会

第

計システムの 整備を積

１

極的に進めました。下

号

水道の整備は、湖北駅

部

北口地区、下ヶ戸
　導

の

入や関係部局との最終

運

調整を行うとともに、

営

効率的な経理事務の執

方

行体制を整えます。 西

針

側地区や布佐駅東側地

・

区に下水道管を布設す

課

るとともに総合地震対

の

策
　下水道ストックマ

目

ネジメント事業では、

標

昨年度電子データ化し

設

た下水道台帳を基に、

定

将来的に適切な維持管

書

理・改 計画変更やマン

(

ホールの浮上防止を行

平

いました。また、地方

成

公営企業法
　築・修繕

3

を行っていくための、

1

ストックマネジメント

年

計画における実施方針

度

の策定を行います。 適

)

用に向けて、条例・規

部

則の整備、下水道会計

コ

システムの導入や関係

ー

部
・水害に強いまちづ

ド

くりの一環として、水

0

害常襲地区の整備を重

6

点的に進めます。布佐

部

排水区・柴崎排水区で

　

は雨水 局との最終調整

名

を行い、効率的な経理

建

事務の執行体制を整え

設

ました。
　幹線の整備

部

、若松地区ではバイパ

部

ス管の整備を行います

長

。また、市内の各地区

名

では、地域特性や水害

古

の発生状況に 　以上の

谷

ことは、重点プロジェ

　

クトである「みんなが

靖

安全にくらせるま
　応

１

じて、応急的な水害対

．

策工事を行います。 ち

部

づくり」「災害に強い

の

まちづくり」「安全な

運

生活環境づくり」の目

営

標
・既設のポンプ施設

方

や排水施設等の定期的

針

点検を行うとともに、

(

計画的に改修するなど

予

適切な維持管理に努め

算

ます。 を達成するため

編

に有効な事業であった

成

と考えます。

課コード

・

02 課　名 交通課 課長

実

名 増田　崇

２．課の目

施

標（部の運営方針を受

計

けて課の取組方針を記

画

入） 部の運営方針に対

策

する課の目標への取組

定

結果

・我孫子地区中心

方

拠点へのアクセス路線

針

として手賀沼公園・久

な

寺家線の整備を進める

ど

と共に、安全で円滑な

を

自動車流 〇手賀沼公園

踏

・久寺家線の整備では

ま

、残り１件の用地取得

え

に向けて積極
動を確保

て

するため、県の国道３

、

５６号我孫子バイパス

基

整備に合わせて、下ヶ

本

戸・中里線外１線の整

計

備を進めます。 的な交

画

渉を続けた。
・安全で

の

円滑な交通動線を確保

分

するため、下新木踏切

野

道の拡幅整備を進めま

別

す。 〇下ヶ戸・中里線

計

外１線の整備について

画

は、一部用地契約を締

や

結するこ
・ＪＲ東日本

重

が行う駅構内のエレベ

点

ーター整備に係る実施

ﾌ

設計について、支援を

ﾟ

行います。 とができた

ﾛ

。
・各駅に設置したエ

ｼ

レベーター・エスカレ

ﾞ

ーター、自由通路等の

ｪ

適正な維持管理を行い

ｸ

ます。 〇下新木踏切の

ﾄ

改善では、踏切拡幅工

、

事協定を締結した。
・

所

放置自転車対策と自転

管

車駐車場の適正な管理

に

により、駅前及び駅周

係

辺地区の放置自転車を

る

解消し、安心して歩き

部

や 〇我孫子駅では、実

の

施設計に係る協定を締

運

結し、事業を進めるこ

営

とがで
すい歩行者空間

方

の確保を目指します。

針

きた。
・老朽化した我

に

孫子駅北口自転車駐車

対

場の受変電設備を更新

す

し、合わせて照明器具

る

の省エネ化を図ります

課

。 〇通年で適正に駅自

の

由通路等の維持管理を

目

行うことができた。
・

標

我孫子市地域公共交通

へ

総合連携計画に変わる

の

新たな公共交通のあり

取

方を、日本大学と協力

組

し、地域の意見等を反

結

映 〇我孫子駅北口自転

果

車駐車場の受変電設備

　

を更新し、合わせて照

　

明器具
しながら検討し

分

ていきます。 の省エネ

野

化を図った。
・誰もが

別

利用しやすいユニバー

基

サルデザインタクシー

本

について導入支援を行

計

います。 〇自転車駐車

画

対策業務については、

の

通年で適正に業務を進

目

めることがで
・あびバ

標

スを運行し、地域の利

を

便性向上に努めます。

考

きたことに加え、受益

慮

者負担の基本方針に基

し

づき使用料改定を目的

て

とし
・事業者の協力に

、

よる外出応援事業の充

部

実を図り、高齢者等の

の

移動における交通手段

目

を確保します。 た条例

標

改正を実施した。
〇日

を

本大学と協力し、我孫

達

子市地域公共交通協議

成

会で新たな交通の検討

す

を進めた。
〇ユニバー

る

サルデザインタクシー

た

について導入支援を実

め

施した。
〇通年であび

の

バスを運行した。
〇高

方

齢化社会に対応するた

針

め、引き続き、事業所

を

の送迎バスの空席を活

記

用した外出応援事業を

入

実施した。

３．課の目

)

標を達成する上での課

●

題と対応（人員の配置

第

、組織のあり方など）

三

　施行中の都市計画道

次

路整備事業では、用地

基

や工事に関する事務が

本

増しています。また、

計

下新木踏切道拡幅整備

画

工事
を行う必要があり

の

ます。今後、事業を確

重

実に執行するためには

点

、用地事務や土木工事

プ

等の専門的な知識を有

ロ

する職員
の継続的な配

ジ

置が不可欠です。

４．

ェ

原因分析・改善策

（課

ク

長） （部長）
概ね年次

ト

計画どおり事業を実施

３

できた。下新木踏切拡

「

幅では、令和２年度末

み

までの２カ年で施工 交

ん

通課事業に関しては、

な

地権者や民間事業者な

が

どとの関係性が事業の

安

進捗に直結するもので

全

ある
する踏切拡幅工事

に

の協定を締結すること

く

ができた。また、下ヶ

ら

戸・中里線外１線につ

せ

いても用地 ため、課全

る

体で発生する課題・問

ま

題を解消するため取り

ち

組んでいくことが必要

づ

である。
取得を進める

く

ことができた。街路事

り

業については、地権者

」

との交渉が事業進捗の

を

主となるため、
粘り強

進

く交渉を続けていくこ

め

とが必要である。施設

て

整備担当業務について

い

は、公共交通事業者や

き

民間事業者と協力し引

ま

き続き市民生活の向上

す

に努めていく必要があ

。

る。

５．課の目標を達

幹

成するために取り組む

線

事務事業

事務事業名（

道

個別事業） 重プ 施策 指

路

標 単位 現況値 目標値 実

網

績値 達成率(％) 評価

の

該当 コード

1 手賀沼公

整

園・久寺家線の整備 重

備

無 63102 整備進捗

、

率（用地取得率＋工事

我

進捗率） % 81 88 0

孫

0 現状

2 下新木踏切道

子

の改良 重無 63201

自

契約権利者数 件 2 7 0

転

0 現状

3 駅施設維持管

車

理事業 重３ 63403

駐

対応箇所数 箇所 22 2

車

2 22 100 現状

4 自

場

転車等駐車対策事業 重

長

無 63302 自転車駐

寿

車場の利用台数（登録

命

者） ％ 76 80 75 9

化

3.75 現状

5 事業者

計

等の送迎バスの空席を

画

活用した外出応援事業

に

重４ 63402 外出応

基

援バス事業者数 事業 1

づ

1 11 10 90.91

く

現状

6 駅構内バリアフ

改

リー施設等の整備・支

修

援 重３ 63403 当該

な

年度設計進捗率 ％ 10

ど

0 100 80 80 現状

　

7 我孫子市地域公共交

「

通協議会運営（市民バ

防

スの運行） 重４ 634

災

02 あびバス・ふれあ

・

いバス（市内バス停）

防

利用者数 人 225,8

犯

60 215,000 2

・

22,052 103.

危

28 現状

8 下ヶ戸・中

機

里線外１線の整備 重無

管

63102 事業用地取

理

得 件 2 8 2 25 現状

9

の

10

充実」では、計画的に雨水排水施設の整備・改修を進めるとともに、雨水流出抑制施設 、概ね当初の計画通り事業を進めることができた。
の整備促進に取り組みます。「安全な生活環境づくり」では、都市施設のバリアフリー化を推進するため、駅施設や
道路等のバリアフリー化を進めます。都市基盤整備事業として、平成３１年度は次の事業に取り組みます。
・道路ストックの点検を行い、その結果に基づき修繕を進めるとともに、安全で快適に通行できる道路機能を確保す
　るため、舗装や排水施設等の適切な維持管理を行います。
・街路灯について、各自治会のＬＥＤ灯への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化を進め、完了を目指すととも　
　に、平成３１年度中にＬＥＤ化が完了している街路灯の管理については、自治会管理から市の管理を行うことを希
　望している自治会については市で管理を行っていきます。
・バリアフリー化・拡幅等による安全で安心して通行できる道路の整備を進めていきます。
・我孫子自転車駐車場長寿命化計画に基づき、老朽化した我孫子駅北口自転車駐車場の受変電設備を更新するととも
　に照明器具のＬＥＤ化を図ります。
・駅施設については、我孫子駅構内エレベーター等の設置に向け、ＪＲ東日本と進めていきます。
・あびバス利便性向上を含め、今後の我孫子市の公共交通のあり方について、地域公共交通協議会において検討を進
　めていきます。また、ユニバーサルデザイン



めていきます。 た。
・我孫子自転車駐車場長寿命化計画に基づき、老朽化した我孫子駅北口自転車駐車場の受変電設備を更新するととも 　ストックマネジメント事業は、持続可能な下水道事業の実現を目指し
　に照明器具のＬＥＤ化を図ります。 、施設を計画的かつ効率的に管理していくため、ストックマネジメント
・駅施設については、我孫子駅構内エレベーター等の設置に向け、ＪＲ東日本と進めていきます。 計画を策定しました。
・あびバス利便性向上を含め、今後の我孫子市の公共交通のあり方について、地域公共交通協議会において検討を進
　めていきます。また、ユニバーサルデザインタクシーの導入に向けて支援します。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・幹線道路網の整備では、手賀沼公園・久寺家線の整備を完成に向けて積極的に進めるとともに、下ヶ戸・中里線外
　１線の用地取得を進めます。 都市基盤整備事業として、水害常襲地区の雨水排水施設の整備・改修を
・下新木踏切道の改良では、引き続き、残りの用地取得を進めるとともに、踏切拡幅の整備に向けてＪＲ東日本と協 重点的に進め、雨水流出抑制施設の整備促進・保水機能の強化に努める
　議を進めます。 とともに、駅施設や道路等のバリアフリー化を図りました

様

。
・下水道の整備は、

式

引き続き、湖北駅北口

第

地区及び下ヶ戸西側地

１

区、布佐駅東口の整備

号

を進め、下水道の普及

部

に努め 　道路ストック

の

点検に基く修繕、舗装

運

や排水施設等の適切な

営

維持管理を
　ます。 行

方

うとともに、街路灯の

針

ＬＥＤ化を進める等、

・

道路の安全性確保に努

課

め
・下水道総合地震対

の

策事業は、マンホール

目

トイレシステムや重要

標

な幹線等のマンホール

設

浮上防止の実施設計業

定

務を実 ました。駅施設

書

は、我孫子駅構内エレ

(

ベーター等に関わる実

平

施設計を進
　施します

成

。 めています。幹線道

3

路は、手賀沼公園・久

1

寺家線や下ヶ戸・中里

年

線等の
・公共下水道事

度

業は、２０２０年度か

)

らの地方公営企業法適

部

用に向けて、条例・規

コ

則の整備、下水道会計

ー

システムの 整備を積極

ド

的に進めました。下水

0

道の整備は、湖北駅北

6

口地区、下ヶ戸
　導入

部

や関係部局との最終調

　

整を行うとともに、効

名

率的な経理事務の執行

建

体制を整えます。 西側

設

地区や布佐駅東側地区

部

に下水道管を布設する

部

とともに総合地震対策

長

　下水道ストックマネ

名

ジメント事業では、昨

古

年度電子データ化した

谷

下水道台帳を基に、将

　

来的に適切な維持管理

靖

・改 計画変更やマンホ

１

ールの浮上防止を行い

．

ました。また、地方公

部

営企業法
　築・修繕を

の

行っていくための、ス

運

トックマネジメント計

営

画における実施方針の

方

策定を行います。 適用

針

に向けて、条例・規則

(

の整備、下水道会計シ

予

ステムの導入や関係部

算

・水害に強いまちづく

編

りの一環として、水害

成

常襲地区の整備を重点

・

的に進めます。布佐排

実

水区・柴崎排水区では

施

雨水 局との最終調整を

計

行い、効率的な経理事

画

務の執行体制を整えま

策

した。
　幹線の整備、

定

若松地区ではバイパス

方

管の整備を行います。

針

また、市内の各地区で

な

は、地域特性や水害の

ど

発生状況に 　以上のこ

を

とは、重点プロジェク

踏

トである「みんなが安

ま

全にくらせるま
　応じ

え

て、応急的な水害対策

て

工事を行います。 ちづ

、

くり」「災害に強いま

基

ちづくり」「安全な生

本

活環境づくり」の目標

計

・既設のポンプ施設や

画

排水施設等の定期的点

の

検を行うとともに、計

分

画的に改修するなど適

野

切な維持管理に努めま

別

す。 を達成するために

計

有効な事業であったと

画

考えます。

課コード 0

や

3 課　名 下水道課 課長

重

名 中野　伴春

２．課の

点

目標（部の運営方針を

ﾌ

受けて課の取組方針を

ﾟ

記入） 部の運営方針に

ﾛ

対する課の目標への取

ｼ

組結果

〇衛生的で快適

ﾞ

な生活環境を保ち、河

ｪ

川や沼の水質を改善す

ｸ

るため、下水道の整備

ﾄ

を進めるとともに、そ

、

の普及に努 　都市基盤

所

整備事業として、快適

管

な生活環境を保持し、

に

河川や沼の水質
めます

係

。 改善のため、公共下

る

水道整備を進め、下水

部

道普及の向上に努めま

の

した。
　また、我孫子

運

市下水道総合地震対策

営

計画に位置付けられた

方

、緊急輸送路、避難路

針

等に埋設されているマ

に

ンホールの 　公共下水

対

道整備は、湖北駅北口

す

地区及び布佐駅東側地

る

区において、下
浮上が

課

り防止の耐震対策と災

の

害用マンホールトイレ

目

システムの設置を進め

標

ていきます。　　 水道

へ

管（汚水管）工事を行

の

い、さらに下ヶ戸西側

取

地区においてマンホー

組

　平成３1年度は次の

結

下水道事業に取り組み

果

ます。 ルポンプ設置工

　

事を行いました。
・下

　

水道の整備は、引き続

分

き下ヶ戸西側地区,湖

野

北駅北口地区及び布佐

別

駅東側地区の整備を進

基

め下水道の普及に努め

本

　また、下水道総合地

計

震対策計画に基づき、

画

地震対策実施設計を行

の

いま
ていきます。また

目

、下水道総合地震対策

標

計画は、マンホールト

を

イレシステムや重要な

考

幹線等のマンホール浮

慮

上防止の した。
実施設

し

計業務を実施していき

て

ます。 　令和２年度か

、

ら地方公営企業法の財

部

務規定等を適用し、公

の

営企業会計
・公共下水

目

道事業は、２０２０年

標

度地方公営企業法適用

を

移行業務の最終年度と

達

して、条例・規則の整

成

備、下水道会計 による

す

事業へ移行するため、

る

固定資産の調査・評価

た

、会計システムの構
シ

め

ステムの導入や関係部

の

局との最終調整を行う

方

とともに、効率的な経

針

理事務の執行体制を整

を

えます。 築など、準備

記

作業を完了させました

入

。
・下水道ストックマ

)

ネジメント事業では、

●

持続可能な下水道事業

第

の実現を目的に、平成

三

30年度に電子データ

次

化した下 　ストックマ

基

ネジメント事業は、持

本

続可能な下水道事業実

計

現を目指し、
水道台帳

画

を基に、将来的に適切

の

な維持管理・改築・修

重

繕を行っていくための

点

、ストックマネジメン

プ

ト計画を策定しま 施設

ロ

を計画的かつ効率的に

ジ

管理していくための作

ェ

業として、ストックマ

ク

す。 ネジメント計画の

ト

策定を行いました。

３

３

．課の目標を達成する

「

上での課題と対応（人

み

員の配置、組織のあり

ん

方など）

　下水道施設

な

の安定的かつ継続的な

が

維持管理を図るには、

安

ストックマネジメント

全

計画の的確な推進が求

に

められること
から、業

く

務を「発生対応型の維

ら

持管理」から「予防保

せ

全型の維持管理」に転

る

換させるために、管渠

ま

やポンプ場等の運
用・

ち

活用における技術力を

づ

着実に蓄積、継承して

く

いくための人材の確保

り

と育成が重要となる。

」

また、2020年度か

を

らの
地方公営企業法適

進

用により、事業におけ

め

る一層の経済性発揮と

て

固定資産台帳整備を通

い

じた施設更新の着実な

き

推進を図
るための人材

ま

育成も併せて行い、持

す

続可能な組織体制の構

。

築を進めることが必要

都

である。

４．原因分析

市

・改善策

（課長） （部

基

長）
令和２年度の地方

盤

公営企業法適用化によ

整

り、企業会計原則に基

備

づく会計事務を行うこ

事

ととなる。 地方公営企

業

業法適用化により、下

と

水道事業の財政基盤を

し

確立していくための新

て

たな事務や作業に
この

、

ため、経常的に新たな

快

事務・作業が増大する

適

ことから、正職員を適

な

正配置し、研修等を通

生

じ 備え、職員の知識や

活

スキルを高めることは

環

もとより、職員の適材

境

適性配置は必要と考え

を

る。また
て、積極的に

保

知識技能を深めていく

持

職員の育成が必要であ

し

る。 、下水道事業スト

、

ックマネジメント策定

河

に基づく計画的な改築

川

・修繕を行っていくた

や

めの知識及
下水道整備

沼

については、下水道事

の

業ストックマネジメン

水

ト策定に伴い、計画的

質

な改築及び維持管 び経

改

験ある職員も必置と考

　

える。
理が求められる

「

ことを踏まえて、建設

防

工事と一体的に施設管

災

理のできる専門職の確

・

保が求められ
る。

５．

防

課の目標を達成するた

犯

めに取り組む事務事業

・

事務事業名（個別事業

危

） 重プ 施策 指標 単位 現

機

況値 目標値 実績値 達成

管

率(％) 評価該当 コー

理

ド

1 社会資本総合整備

の

計画の推進 重無 622

充

01 公共下水道管渠布

実

設延長 m 213 161

」

213 132.3 現状

で

2 水洗化の普及促進 重

は

無 62202 利子補給

、

件数 件 0 2 0 0 現状

3

計

下水道排水設備指定工

画

事店申請業務 重無 62

的

202 指定工事店の指

に

定期間満了による更新

雨

（申請）と新規の申請

水

。 件 28 34 28 82

排

.35 現状

4 健全経営

水

を優先した下水道計画

施

の確立 重無 62202

設

下水道処理人口普及率

の

：我孫子市内でどれぐ

整

らいの割合の人が下 ％

備

84 84 84 100 現

・

状

5 開発行為協議・区

改

域外流入協議 重無 62

修

202 開発行為事前協

を

議回答と区域外流入許

進

可の平均件数 件 12 5

め

12 41.67 現状

6

る

排水設備の審査及び竣

と

工検査 重無 62201

と

排水設備新設等確認申

も

請書審査件数 件 521

に

530 521 98.3

、

現状

7 汚水中継ポンプ

雨

場維持管理 重無 622

水

01 ポンプ施設の維持

流

管理を適切に行い、ト

出

ラブル等で稼働停止を

抑

未 日 244 244 24

制

4 100 現状

8 汚水管

施

渠維持管理事業 重無 6

設

2201 下水道施設の

善

市管理部分の苦情件数

の

対応（苦情解決件数/

た

苦情件 ％ 136 100

め

136 136 現状

9 下

公

水道事業受益者負担金

共

の賦課徴収 重無 622

下

02 下水道事業受益者

水

負担金の過年度滞納繰

道

越額及び現年度賦課額

整

に % 98.6 94 98

備

.6 104.89 現状

を

10 下水道使用料の賦

進

課徴収業務 重無 622

め

02 下水道使用料の過

、

年度滞納繰越額及び及

下

び現年度調定額に対す

水

る % 95 97 95 97

道

.94 現状

普及の向上に努めました。
の整備促進に取り組みます。「安全な生活環境づくり」では、都市施設のバリアフリー化を推進するため、駅施設や 　公共下水道整備は、湖北駅北口地区及び下ヶ戸西側地区において下水
道路等のバリアフリー化を進めます。都市基盤整備事業として、平成３１年度は次の事業に取り組みます。 道管（汚水管）工事を行い、さらに布佐駅東側地区において実施設計を
・道路ストックの点検を行い、その結果に基づき修繕を進めるとともに、安全で快適に通行できる道路機能を確保す 行いました。
　るため、舗装や排水施設等の適切な維持管理を行います。 　また、下水道総合地震対策計画に基づき、重要な幹線等のマンホール
・街路灯について、各自治会のＬＥＤ灯への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化を進め、完了を目指すととも　 浮上防止として耐震対策工事を行いました。
　に、平成３１年度中にＬＥＤ化が完了している街路灯の管理については、自治会管理から市の管理を行うことを希 　令和２年度からの地方公営企業法適用に向けて、固定資産の調査・整
　望している自治会については市で管理を行っていきます。 理を行うとともに、会計システム構築のための移行準備を完了させまし
・バリアフリー化・拡幅等による安全で安心して通行できる道路の整備を進



業

ト事業 重無 62201

務

ストックマネジメント

に

計画策定業務委託の進

よ

捗率 % 100 100 1

る

00 100 現状

経営

26 久寺家汚水中継ポ

分

ンプ場の圧送管閉塞事

析

業 重無 62201 現地

重

調査の進捗率 % 100

無

100 100 100 現

6

状

2

27 下水道事

2

業経営戦略策定事業 重

0

無 62202 「我孫子

2

市下水道事業経営戦略

下

」の見直しの検討 回 1

水

1 1 100 現状

道事

28 久寺家１・２丁目

業

地区不明水対策事業 重

の

無 62201 不明水詳

汚

細調査解析（取付管）

水

業務委託の進捗率 ％ 1

処

00 100 100 10

理

0 現状

費

29 新木

に

野４丁目地区不明水対

対

策事業 重無 62201

す

現況調査及び住民との

る

調整・協議の進捗率 ％

使

100 100 100 1

用

00 現状

料

30 久

回

寺家１・２丁目地区の

収

整備 重無 62201 現

率

地調査及び占用者協議

%

の進捗率 ％ 100 10

8

0 100 100 現状

7 90 87 96.67 現状

12 公共下水道事業供用開始 重無 6

５

2202 公示回数 回 1

．

1 1 100 現状

課の

13 流域下水道建設負

目

担金の調整協議 重無 6

標

2202 千葉県との建

を

設負担金についての協

達

議回数 回 1 1 1 100

成

現状

す

14 総合地

る

震対策事業 重無 622

た

01 実施設計業務委託

め

の進捗率 ％ 100 10

に

0 100 100 現状

取り

15 湖北駅北口西

組

側地区の整備 重無 62

む

201 舗装復旧工事の

事

進捗率 ％ 100 100

務

100 100 現状

事業

16 流域下水道維持

事

管理負担金の調整協議

務

重無 62202 千葉県

事

との維持管理負担金に

業

ついての協議回数 回 1

名

1 1 100 現状

（個

17 消費税及び地方消

別

費税の申告・納税 重無

事

62202 適正な納税

業

をするための、確定申

）

告を行う回数。 回 1 1

重

1 0 現状

施

18 下

施

ヶ戸西側地区の整備 重

策

無 62201 マンホー

指

ルポンプ設置工事の進

標

捗率 ％ 100 100 1

単

00 100 現状

位 現

19 青山地区の流域下

況

水道への接続事業 重無

値

62201 圧送管・流

目

入管閉塞実施設計業務

標

委託の進捗率 ％ 100

値

100 100 100 現

実

状

績

20 布佐駅東

値

側地区の整備 重無 62

達

201 公共下水道管渠

成

布設延長 ｍ 130 80

率

130 162.5 現状

(％

21 湖北駅北口

)

東側地区の整備 重無 6

評

2201 公共下水道管

価

渠布設延長 ｍ 252 2

該

24 252 112.5

当

現状

コ

22 高野山

ー

地区の整備 重無 622

ド

01 関係機関との調整協議、現地調査の進捗率 ％ 100 100 100 100 現状

23 下ヶ戸北側地区の整備 重無 62201 関係機関との調整協議、現地調査の進捗率 % 100 100 100 100 現状

24 地方公営企業法適用化事業 重

1

無 62202 地方公営

1

企業法適用化に係る委

予

託業務の進捗率 ％ 10

算

0 100 100 100

・

その他

決

25 下水

算

道ストックマネジメン



した我孫子駅北口自転車駐車場の受変電設備を更新するととも
　に照明器具のＬＥＤ化を図ります。
・駅施設については、我孫子駅構内エレベーター等の設置に向け、ＪＲ東日本と進めていきます。
・あびバス利便性向上を含め、今後の我孫子市の公共交通のあり方について、地域公共交通協議会において検討を進
　めていきます。また、ユニバーサルデザインタクシーの導入に向けて支援します。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・幹線道路網の整備では、手賀沼公園・久寺家線の整備を完成に向けて積極的に進めるとともに、下ヶ戸・中里線外
　１線の用地取得を進めます。 都市基盤整備事業として、水害常襲地区の雨水排水施設の整備・改修を
・下新木踏切道の改良では、引き続き、残りの用地取得を進めるとともに、踏切拡幅の整備に向けてＪＲ東日本と協 重点的に進め、雨水流出抑制施設の整備促進・保水機能の強化に努める
　議を進めます。 とともに、駅施設や道路等のバリアフリー化を図りました。
・下水道の整備は、引き続き、湖北駅北口地区及び下ヶ戸西側地区、布佐駅東口の整備を進め、下水道の普及に努め 　道路ストック点検に基く修繕、舗装や排水施設等の適切な維持管理を
　ます。 行うとともに、街路灯のＬＥＤ化を進め

様

る等、道路の安全性確

式

保に努め
・下水道総合

第

地震対策事業は、マン

１

ホールトイレシステム

号

や重要な幹線等のマン

部

ホール浮上防止の実施

の

設計業務を実 ました。

運

駅施設は、我孫子駅構

営

内エレベーター等に関

方

わる実施設計を進
　施

針

します。 めています。

・

幹線道路は、手賀沼公

課

園・久寺家線や下ヶ戸

の

・中里線等の
・公共下

目

水道事業は、２０２０

標

年度からの地方公営企

設

業法適用に向けて、条

定

例・規則の整備、下水

書

道会計システムの 整備

(

を積極的に進めました

平

。下水道の整備は、湖

成

北駅北口地区、下ヶ戸

3

　導入や関係部局との

1

最終調整を行うととも

年

に、効率的な経理事務

度

の執行体制を整えます

)

。 西側地区や布佐駅東

部

側地区に下水道管を布

コ

設するとともに総合地

ー

震対策
　下水道ストッ

ド

クマネジメント事業で

0

は、昨年度電子データ

6

化した下水道台帳を基

部

に、将来的に適切な維

　

持管理・改 計画変更や

名

マンホールの浮上防止

建

を行いました。また、

設

地方公営企業法
　築・

部

修繕を行っていくため

部

の、ストックマネジメ

長

ント計画における実施

名

方針の策定を行います

古

。 適用に向けて、条例

谷

・規則の整備、下水道

　

会計システムの導入や

靖

関係部
・水害に強いま

１

ちづくりの一環として

．

、水害常襲地区の整備

部

を重点的に進めます。

の

布佐排水区・柴崎排水

運

区では雨水 局との最終

営

調整を行い、効率的な

方

経理事務の執行体制を

針

整えました。
　幹線の

(

整備、若松地区ではバ

予

イパス管の整備を行い

算

ます。また、市内の各

編

地区では、地域特性や

成

水害の発生状況に 　以

・

上のことは、重点プロ

実

ジェクトである「みん

施

なが安全にくらせるま

計

　応じて、応急的な水

画

害対策工事を行います

策

。 ちづくり」「災害に

定

強いまちづくり」「安

方

全な生活環境づくり」

針

の目標
・既設のポンプ

な

施設や排水施設等の定

ど

期的点検を行うととも

を

に、計画的に改修する

踏

など適切な維持管理に

ま

努めます。 を達成する

え

ために有効な事業であ

て

ったと考えます。

課コ

、

ード 04 課　名 治水課

基

課長名 杉山　直史

２．

本

課の目標（部の運営方

計

針を受けて課の取組方

画

針を記入） 部の運営方

の

針に対する課の目標へ

分

の取組結果

◯第三次基

野

本計画の重点プロジェ

別

クト３「みんなが安全

計

にくらせるまちづくり

画

」の「防災・防犯・危

や

機管理の充実」 　水害

重

に強いまちづくりの一

点

環として、水害常襲地

ﾌ

区の整備を重点的に
 

ﾟ

 を実現するため、計

ﾛ

画的に雨水排水施設の

ｼ

整備・改修をするとと

ﾞ

もに、雨水流出抑制施

ｪ

設の普及促進を図りま

ｸ

す。 進めました。
　水

ﾄ

害に強いまちづくりの

、

一環として、水害常襲

所

地区を重点的に次のと

管

おり事業を進めます。

に

　布佐排水区では雨水

係

幹線の整備、若松地区

る

ではバイパス管の整備

部

、柴
　・布佐排水区の

の

整備は、雨水幹線の整

運

備工事を行います。 崎

営

排水区では後田樋管の

方

整備、天王台６丁目地

針

区では雨水幹線整備の

に

浸
　・若松第１～第５

対

排水区の整備は、バイ

す

パス管の布設工事を行

る

います。 水対策工事を

課

行いました。併せて、

の

緊急浸水対策事業とし

目

て短期的な浸
　・天王

標

台地区の整備（天王台

へ

６丁目地区）は、雨水

の

管布設工事（継続費２

取

９～３１年度）を行い

組

ます。 水対策工事を進

結

めるとともに、既設ポ

果

ンプ場や排水施設の維

　

持管理に努
　・後田樋

　

管整備事業（柴崎排水

分

区）は、国の堤防整備

野

と共同事業として樋管

別

築造工事（負担金）（

基

継続費２８～ めました

本

。
　　３１年度）を行

計

います。 　また、雨水

画

流出抑制施設の推進や

の

雨水貯留タンク設置の

目

支援を行い、
　・柴崎

標

幹線整備事業（柴崎排

を

水区）は、雨水幹線整

考

備工事に必要な用地取

慮

得を行います。 浸水被

し

害の軽減に努めました

て

。
　・雨水排水施設台

、

帳の整備は、新木・布

部

佐地区の雨水排水施設

の

調査を行います。
　・

目

緊急浸水対策工事は、

標

市内の各地区で水害の

を

発生状況に応じて、応

達

急的な水害軽減対策工

成

事を行います。
　・調

す

整池や水路等の維持管

る

理は、土砂撤去・草刈

た

等を行い機能確保に努

め

めるとともに既設のポ

の

ンプ施設や排水施設
　

方

　等を計画的に改修し

針

ます。
　・雨水流出抑

を

制施設の促進は、開発

記

等の雨水抑制指導や雨

入

水貯留タンク設置の支

)

援などを行います。

３

●

．課の目標を達成する

第

上での課題と対応（人

三

員の配置、組織のあり

次

方など）

　布佐排水区

基

や柴崎排水区の整備で

本

は国道や県道に係る協

計

議・調整が必要である

画

こと、主な水害常襲地

の

区の整備では
工事に着

重

手するなど事業量が多

点

いことから、現状の人

プ

員を維持する必要であ

ロ

る。
　緊急浸水対策事

ジ

業は、主に道路排水施

ェ

設の排水性の向上を図

ク

るものであることから

ト

、道路課と連携して進

３

める必要
がある。

４．

「

原因分析・改善策

（課

み

長） （部長）
　部の目

ん

標を達成するために、

な

有効な事業を行うこと

が

ができたと考える。 　

安

部の目標を達成するた

全

め、各地区で有効な事

に

業ができたと考える。

く

　布佐排水区、若松地

ら

区、柴崎排水区、天王

せ

台６丁目地区で進めて

る

いる浸水対策事業は、

ま

多額の 　浸水対策事業

ち

は、多額の事業費を要

づ

することから、交付金

く

事業として実施してい

り

く必要がある
事業費を

」

要することから、交付

を

金事業とし国庫補助金

進

などの財源確保に努め

め

た。水害対策には今 。

て

後も多額の事業費が見

い

込まれることから、交

き

付金事業として実施し

ま

ていく必要がある。

５

す

．課の目標を達成する

。

ために取り組む事務事

　

業

事務事業名（個別事

水

業） 重プ 施策 指標 単位

害

現況値 目標値 実績値 達

に

成率(％) 評価該当 コ

強

ード

1 布佐排水区の整

い

備 重無 62401 雨水

ま

管整備工事の進捗率（

ち

施工済延長／施工予定

づ

延長(約1900m)

く

% 3 4 3 75 現状

2 根

り

戸排水区の整備 重無 6

の

2401 暫定調整池の

一

適正な維持に必要とな

環

る用地の取得 箇所 0 1

と

1 100 現状

3 若松第

し

１～第５排水区の整備

て

重無 62401 雨水管

、

布設工事の進捗率（施

水

工済延長／施工予定延

害

長1390m） % 50

常

68 62 91.18 現

襲

状

4 開発等への雨水流

地

出抑制指導 重無 624

区

02 排水放流申請の回

の

答率。 % 0 100 10

整

0 100 現状

5 雨水貯

備

留タンクの設置補助 重

を

無 62402 雨水貯留

重

タンクの累積設置基数

点

基 584 599 594

的

99.17 現状

6 市内

に

ポンプ施設の点検 重無

　

62401 ﾎﾟﾝﾌﾟ

「

施設(２２箇所)点検

防

回数。 回 0 192 19

災

2 100 現状

7 排水施

・

設堆積物撤去業務 重無

防

62401 調整池、排

犯

水路、管渠等の堆積物

・

撤去工事箇所数 箇所 0

危

20 18 111.11

機

現状

8 排水施設の草刈

管

業務 重無 62401 草

理

刈面積 ha 0 17.4

の

17.6 101.15

充

現状

9 河川愛護事業（

実

利根川河川清掃） 重１

」

11301 河川敷清掃

で

参加人数 人 0 100 0

は

0 現状

10 法定外公共

、

物(水路)の管理 重無

計

62401 占用料の徴

画

収率 % 0 100 100

的

100 現状

に雨水排水施設の整備・改修を進めるとともに、雨水流出抑制施設 進めました。
の整備促進に取り組みます。「安全な生活環境づくり」では、都市施設のバリアフリー化を推進するため、駅施設や 　布佐排水区では雨水幹線の整備、若松地区ではバイパス管の整備、柴
道路等のバリアフリー化を進めます。都市基盤整備事業として、平成３１年度は次の事業に取り組みます。 崎排水区では後田樋管の整備、天王台６丁目地区では雨水幹線整備の浸
・道路ストックの点検を行い、その結果に基づき修繕を進めるとともに、安全で快適に通行できる道路機能を確保す 水対策工事を行いました。併せて、緊急浸水対策事業として短期的な浸
　るため、舗装や排水施設等の適切な維持管理を行います。 水対策工事を進めるとともに、既設ポンプ場や排水施設の維持管理に努
・街路灯について、各自治会のＬＥＤ灯への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化を進め、完了を目指すととも　 めました。
　に、平成３１年度中にＬＥＤ化が完了している街路灯の管理については、自治会管理から市の管理を行うことを希 　また、雨水流出抑制施設の推進や雨水貯留タンク設置の支援を行い、
　望している自治会については市で管理を行っていきます。 浸水被害の軽減に努めました。
・バリアフリー化・拡幅等による安全で安心して通行できる道路の整備を進めていきます。
・我孫子自転車駐車場長寿命化計画に基づき、老朽化



界の確定業務 重無 62401 境界確定率（境界確定件数／申請件数） % 0 100 100 100 現状

12 排水施設維持補修工事 重無 62401 維持補修

５

工事の箇所数。 箇所 0

．

35 43 81.4 現状

課の

13 金谷排水機

目

場ポンプの点検 重無 6

標

2401 排水機場のﾎ

を

ﾟﾝﾌﾟ施設点検回数

達

。 回 0 5 5 100 現状

成す

14 関東排水区

る

の整備（我孫子駅北口

た

浸水対策事業） 重無 6

め

2401 業務の進捗率

に

件 0 3 3 100 その他

取り

15 緊急浸水対

組

策事業 重無 62401

む

緊急浸水対策箇所数 箇

事

所 0 5 5 100 現状

務事

16 河川防災の強

業

化に向けた取組み 重３

事

70104 河川合同巡

務

視の参加率 % 0 100

事

100 100 現状

業名

17 天王台地区の整

（

備(天王台6丁目地区

個

浸水対策事業） 重無 6

別

2401 雨水幹線工事

事

の進捗率（整備総延長

業

202m） ％ 40 10

）

0 100 100 現状

重施

18 柴崎排水区の

施

整備（後田樋管整備事

策

業） 重無 62401 樋

指

管築造工事の進捗率 ％

標

90 100 100 10

単

0 その他

位

19 雨

現

水浸透施設の普及促進

況

重無 62402 雨水浸

値

透施設設置届出件数／

目

建築物の新築件数。 ％

標

0 100 40 40 現状

値 実

20 柴崎排水区

績

の整備（柴崎幹線整備

値

事業） 重無 62401

達

用地買収の進捗率 % 0

成

100 8 8 現状

率(

21 雨水排水施設台帳

％

の整備 重無 62401

)

雨水排水施設の調査の

評

進捗率 % 0 100 10

価

0 100 現状

該

2

当

2 下水道ストックマネ

コ

ジメント事業（雨水）

ー

重無 62401 ストッ

ド

クマネジメント計画策定業務委託の進捗率 ％ 0 100 100 100 現状

11 管理用地境


